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早いもので、２０２５年も残り１０日程となりました。今年は、阿村小も阿村地区も８月に思いもよ

らない大水害に遭い、その復旧と心と体の健康等、いつも以上に心配やご苦労があったかと思い

ます。皆様が笑顔で元気に過ごされますことを願っています。どうぞ、よいお年を。

ひだまり

人権旬間
１２月５日～１９日は阿村小の人権旬間でした。「人権についてあらためて考え、互いの人権を守ってい

こうとする態度」そして、「身の回りの差別に気づき、解決していこうとする実践力」を高める取組を学校全

体で行いました。

○人権学習の実践・・・授業参観お世話になりました。日常生活につなげていきます。

○めあてをもった生活・・・各学級でめあてを設定し、帰りの会でふり返りをしました。

○「ありがとうの木」の取組・・・友達のよさをハート（人権の花）に書いて貼り、「ありがとう」の気持ちを

広げました。

○人権集会

★各学年のめあて発表

★校長の話

★本の朗読（企画委員からみんなへ）

★「熊本県人権子ども集会」オンライン視聴

私からは、金子みすゞさんの詩「つもった雪」を紹介しました。雪を「上の

雪、下の雪、中の雪」ととらえ、それぞれの立場に立って気持ちを思いやる金子みすゞさんの想像力や優し

さに胸をうたれます。子供達に「どうしてみすゞさんは、こんなことを考えられるのかな？」と尋ねると、「雪を

よく見たから」「優しさがあるから」と答えてくれました。相手のことをよく知ること、優

しさで接することの大切さに気づいたのではないかと思います。

企画委員の本の朗読は、くすのきしげのりさんの「ええところ」というお話でした。

企画委員さんが心をこめて読んでくれました。「自分はダメなところばかりと思っ

ている主人公のあいちゃん。親友のともちゃんと「ええところ」を探しに行き

ますがなかなか見つからず、泣き出してしまいます。その時、ともちゃんが、

あいちゃんの手をギュッと握りしめて、『あいちゃんの手は、あったかくて、

分厚くて、とっても気持ちいい。それが、あいちゃんのええところや！』と伝

えます。その言葉を聞いて、自分に自信をもてるようになっていきます」

この親友のともちゃんのように、気づきにくい友達のいいところを見つけられるよう

になってほしいと思います。

１・２・５年：保小クリスマス会
１２月１６日に１・２・５年生が保育園の年長さんを招待して、クリスマス会

を開きました。

５年生は、絵本２冊の読み聞かせをしてくれました。１・２年生は、手作りし

たおもちゃ等のお店屋さんを開き、年長さんを楽しませてくれました。

自分の作ったおもちゃ等の遊び方を優しく一生懸命に教える１・２年生の姿

に成長を感じました。



２月 ３日（火） 委員会活動
９日（月） 学力検査（国語）
１０日（火） 学力検査（算数）

１０日（火） クラブ活動

２８日（土） １５０周年記念式典
阿村小フェスティバル

行事予定 ※行事は変更になる可能性があります。

１月
８日（木） 始業式

１０日（土） どんどや準備

１１日（日） どんどや

１３日（火） 委員会活動

２２日（木） 火災避難訓練

２・３年：花育体験教室
１２月１１日に２・３年生で花育体験教室を実施しました。この事業は

上天草市（農林課）の事業で、「児童生徒が花に直接触れる機会を通

じて、美しさを感じる感受性を育み、また、花き生産の盛んな上天草市の

農業への理解度を高めること」を目的としています。

当日は、花の販売をされている森さん、生産者の山本さん、

市役所の松本さんが先生をしてくださいました。上天草で栽培

が盛んなかすみ草や金魚草、トルコギキョウを使って、素敵なフ

ラワーアレンジメントを完成させた２・３年生でした。上天草の

「花」に誇りをもつ時間となりました。

６年：薬物乱用防止教室
１１月２６日に学校薬剤師の松本先生に来ていただき、薬物乱用防止教室を行いま

した。

まず、「薬を飲むときの飲み物は何がいいか」を問いかけられ、水とお茶、炭酸飲料

に薬を入れる実験をして見せてくださいました。お茶や炭酸飲料は薬の

成分と化学反応する可能性があり、薬の効果が薄れたり、体によくない

影響が出たりすることを教えてくださいました。

他にも、薬物が脳に与える影響等についても教えてくださいました。

これから松本先生の話を忘れず、自分の体のために正しい薬とのつき

あい方をしてほしいと思います。

焼き芋～老人クラブの皆様ありがとうございました～
１２月１５日に焼き芋をしました。老人クラブの方が事前にたくさんの木（伐採した木や廃材、流木）を集

め、雨に濡れないように保管してくださっていました。また、当日の朝から火をつけ、「おき」を準備してくだ
さったので、子供達は「おき」の中にそうっと投げ入れるだけでした。それから約１時間３０分。芋がしっか
りと焼け、ホクホクの焼き芋になりました。芋が苦手と言っていた子供も「おいしかったです」と笑顔でした。
今年の芋は水害にも遭い、猛暑で数は少なかったですが、苗植えから焼き芋まで、地域の方のおかげで、
おいしい焼き芋をいただけました。当日お手伝いしていただいたのは、藤本さん、松原さん、橋口さん、西
川さん、松村さんでした。残った炭の片付けまで、本当にありがとうございました。


